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産じゅく
赤ちゃんが生まれた最初の頃は何もかも目新しく、また
緊張が続く時期でしょう。退院された後は助産師さんに
家に来ていただいてアドバイスを受けられることをお勧
めします。まだ助産師さんと連絡がついておられない方
は私どもの分娩室にお問い合わせ下さい。アドレスリス
トを差し上げます。助産師さんの家庭訪問費用は健康保
険が負担してくれます。

産じゅくとは妊娠及び分娩によって起こった生殖器及び
全身の変化が妊娠前の状態に戻るまでの期間の事をいい
ます。一般に⒍～⒏週間を指しその間の主な症状には次
のものがあります。

•　体重の減少　　　•　後陣痛
•　悪露の排出　　　•　乳汁の分泌
•　産じゅく熱　　　	 •　子宮の縮小
•　産じゅく鬱（ベビーブルー）
•　その他の身体精神の全般にわたる大きな変化

気をつけましょう

•	産じゅく期間中、大体６週間で出血は徐々に減ってい
　	き、悪露の色も薄くなり、最後は無色、無臭になりま
　	す。

•	悪露にはバクテリアが含まれていますので、授乳の前
　	には必ず手の殺菌をするなど、衛生面にはお気をつけ
　	下さい。

•	悪露が次第に減らない、急に止まる、悪臭がする等の
　	場合には助産師・婦人科医に診てもらいましょう。

•	熱が出たとき、痛みが激しいとき(下腹痛、乳房の痛
	 みや強い頭痛の場合）にも助産師、婦人科医に診ても
	 らわれますように。

•	「授乳中は妊娠しない」という事はありませんので
	 悪露がある期間はコンドーム使用で避妊されるか、又
	 は婦人科医に相談をされます事をお勧めします。使い
	 残しのアンティベビーピレは授乳中は服用なさいませ
	 んようにご注意ください。

•	次の妊娠までに１年近く間隔をおかれるのが理想的で
	 す。帝王切開をされた方は傷口完治の為にもお気をつ
	 けください。

•	傷口・縫い目の手当ては清水でなさって下さい。
	 座湯や塗り薬のご使用は助産師、或いは婦人科医にお
	 聞きください。　帝王切開の傷口は常に乾いているよ
	 うにしておきましょう。ここでも塗り薬を使われる前
	 に助産師・婦人科医にお聞きください。

•	産じゅく期間には重いものを持ったり持ち上げない様
	 に気をつけましょう。

•	産じゅく体操は後々の為にもお勧めいたします。
	 ご相談はTel.：0211-81-17525でお受けしています。
　
•	次回のベビー健診　U3 は４-6週間目です。（退院時
	 にもらわれた黄色いノートに記載されています）

•	幼児の突然死予防には次の２点にお気をつけ下さい。
　　１）家庭内での喫煙
　　２）一人にさせる場合、一人で寝かせる場合は
　　　　仰向けになさいますように。（生後一年間）

•	未熟児で生まれた赤ちゃんの為の「成長アドバイス
　	プログラム」があります。　　当病院で生まれた
　	フリューヒェン（未熟児）を対象にした動きの機能
　	や知覚機能の発育促進支援です。ご希望の方は相談
　	窓口Tel.: 0211-81-16155 Frau Richter-Werkleまで。

可愛い赤ちゃんと楽しい毎日をお過ごしください！

Viel Glück!	 	 	 出産支援チーム
	 	 	 	   Japan Desk


